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橘
南
谿










が
東
遊
記







に
、
陸
前
国









苅
田
郡








高
福
寺







な
る
甲
胄
堂








の
婦
人
像







を
記

せ
る
あ
り
。

　
　
奥
州






白
石






の
城
下






よ
り
一
里
半







南




に
、
才
川






と
云

ふ
駅



あ
り
。
此

の
才
川






の
町
末






に
、
高
福
寺







と
い
ふ
寺



　
　
あ
り
。
奥
州
筋








近
来






の
凶

作







に
此
寺






も
大
破





に
及



び
、
住
持





と
な
り
て
も
食

物







乏


し
け
れ
ば
僧



も
不

　
　
住



、
明
寺






と
な
り
、
本
尊






だ
に
何
方






へ
取

納







し
に
や
寺



に
は
見

え
ず
、
庭



は
草
深






く
、
誠





に
狐
梟





の
す

　
　
み
か
と
い
ふ
も
余





あ
り
。
此

の
寺
中





に
又



一


ツ
の
小
堂






あ
り
。
俗



に
甲
胄
堂








と
い
ふ
。
堂



の
書
附






に
は
故



　
　
将
堂






と
あ
り
、
大





さ
纔





に
二
間
四
方
許











の
小
堂






な
り
、
本
尊






だ
に
右



の
如



く
な
れ
ば
、
此
小
堂








の
破
損





は

　
　
い
ふ
迄



も
な
し
、
や
う
〳
〵
に
縁



に
あ
が
り
見

る
に
、
内



に
仏





と
て
も
な
く
、
唯



婦
人





の
甲
胄






し
て
長
刀






　
　
を
持

ち
た
る
木
像






二


つ
を
安
置





せ
り
。
こ
れ
、
佐
藤
次
信









忠
信






兄

弟







の
妻



、
二
人





都




に
て
討
死






せ
し
の

　
　
ち
、
其

の
母



の
泣
悲






し
む
が
い
と
し
さ
に
、
我

が
夫





の
姿





を
ま
な
び
、
老

ひ
た
る
人



を
慰





め
た
る
、
優



し

　
　
き
心





を
あ
は
れ
が
り
て
時



の
人



木
像






に
彫



み
し
も
の
な
り
と
い
ふ
。
此

の
物

語







を
聞

き
、
此
像






を
拝



す

　
　
る
に
そ
ゞ
ろ
に
落
涙






せ
り
。
（
略





）
か
く
荒

れ
果

て
た
る
小
堂






の
雨
風






を
だ
に
防



ぎ
か
ね
て
、
彩
色






も
云



　
　
々



。

　
甲
胄
堂








の
婦
人
像







の
あ
は
れ
に
絵

の
具

の
あ
せ
た
る
が
、
遥



け
き
大
空






の
雲



に
映



り
て
、
虹



よ
り
鮮
明






に
、

優


し
く
読

む
も
の
ゝ
目

に
映



り
て
、
其

の
人



恰




も
活

け
る
が
如



し
。
わ
れ
ら
此

の
烈



し
き
大
都
会








の
色
彩






を
視



む
る
も
の
、
奥
州
辺








の
物

語







を
読

み
、
其

の
地

の
婦
人





を
想
像






す
る
に
、
大
方






は
安
達





ヶ
原



の
婆



を
想



ひ
、

も
つ
ぺ
穿

き
た
る
姉





を
お
も
ひ
、
紺



の
褌




の

媽
々





を
お
も
ふ
。
同



じ
白
石






の
在
所






う
ま
れ
な
る
、
宮
城
野









と
云
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ひ
信
夫





と
云

ふ
を
、
芝
居





に
て
見

た
る
さ
へ
何



と
や
ら
む
初

鰹







の
頃



は
嬉



し
か
ら
ず
。
た
ゞ
南
谿






が
記



し
た

る
姉

妹







の
此

の
木
像






の
み
、
外



ヶ
浜



の
砂
漠





の
中



に
も
緑
水






の
あ
た
り
花
菖
蒲







、
色



の
し
た
ゝ
る
を
覚



ゆ
る

事


、
巴





、
山
吹






の
其



に
も
優



れ
り
。
幼





き
頃



よ
り
今



も
亦
然






り
。

　
元
禄






の
頃



の
陸
奥
千
鳥











に
は
　
　
木
川
村







入
口






に
鐙

摺







の
岩



あ
り
、
一
騎
立







の
細
道






な
り
、
少



し
行

き
て

右


の
方



に
寺



あ
り
、
小
高





き
所





、
堂



一
宇





、
次
信






、
忠
信






の
両

妻







、
軍

立







の
姿





に
て
相
双






び
立

つ
。

軍




め
く
二
人





の
嫁



や
花



あ
や
め
。

　
ま
た
、
安
永
中








の
続
奥






の
細
道






に
は
、
　
　
故
将
堂
女
体












、
甲
胄






を
帯



し
た
る
姿





、
い
と
珍



ら
し
、
古



き
像



に
て
、
彩
色






の
剥

げ
て
、
下
地





な
る
胡
粉





の
白



く
見

え
た
る
は
。

卯

の
花



や
威



し
毛

ゆ
ら
り
女
武
者








。

と
し
る
せ
り
と
ぞ
。
此

の
両

様







と
も
悉



し
く
其

の
姿





を
記



さ
ゞ
れ
ど
も
、
一
読






の
際



、
わ
れ
ら
が
目

に
は
、

東
遊
記







に
写



し
た
る
と
同



じ
状



に
見

え
て
最

と
床



し
。

　
然



る
に
、
観
聞
志








と
云

へ
る
書



に
は
、
斉
川
以
西
有
羊
腸
















、
維
石
厳
々










、
嚼

足







、

毀

蹄









、
一
高
坂
也










、

是
以
馬
憂
※
※


















、
人
痛
嶮
艱












、
王
勃
所
謂











、

関
山
難
踰
者














、
方
是
乎
可
信
依


















、
土
人
称
破
鐙
















坂


、
破
鐙
坂
東
有
一
堂




















、

中
置
二
女
影













、
身
着
戎
衣
服












、

頭
戴
烏
帽
子














、
右
方
執
弓
矢











、
左
方
撫








刀
剣






と
あ
り
と
か
。

　
此

の
女
像






に
し
て
、
も
し
、
弓
矢





を
取

り
、
刀
剣






を
撫

す
と
せ
む
か
、
い
や
、
腰



を
踏
張





り
、
片
膝






押


は
だ

け
て
身
搆





へ
て
居

る
や
う
に
て
姿





甚




だ
と
ゝ
の
は
ず
、
此

の
方



が
真





な
ら
ば
、
床



し
さ
は
半



ば
失

せ
去

る
。
読

4甲冑堂



む
人

々







も
、
恁

く
て
は
筋
骨






の
逞





し
く
、
膝
節






手

ふ
し
も
ふ
し
く
れ
立

ち
た
る
、
が
ん
ま
の
娘





を
想
像






せ
ず

や
。
知

ら
ず
、
此

の
方



は
或





は
画
像






な
ど
に
て
、
南
谿






が
目

の
あ
た
り
見

て
写



し
置

け
る
木
像






と
は
違



へ
る
な

ら
む
か
。
其

の
長
刀






持

ち
た
る
が
姿





な
る
な
り
。
東
遊
記







な
る
は
相
違





あ
ら
じ
。
ま
た
あ
ら
ざ
ら
む
事



を
、
わ

れ
ら
は
願



ふ
。
観
聞
志








も
し
過





ち
た
ら
む
に
は
不
都
合









な
り
、
王
勃






が
謂

ふ
所





な
ど
は
何

う
で
も
よ
し
、
心





す

べ
き
事



な
ら
ず
や
。

　
近
頃






心




し
て
人



に
問

ふ
、
甲
胄
堂








の
花



あ
や
め
、
あ
は
れ
に
、
今



も
咲

け
り
と
ぞ
。

　
唐
土





の
昔





、
咸
寧






の
時



、
韓
伯






が
子

某



と

、
王
蘊






が
子

某



と

、
劉
耽






が
子

某



と

、
い
づ
れ
華
冑






の
公
子
等









、

一
日





相

携







へ
て
行

き
て
、
土

地

の
神



、
蒋

山







の
廟





に
遊



ぶ
、
廟

中







数
婦
人









の
像



あ
り
、
白
皙






に
し
て
甚





だ
端
正






。

　
三
人






此

の
処





に
、
割
籠





を
開



き
て
、
且

つ
飲

み
且

つ
大





に
食



ふ
。
其

の
人



も
無

げ
な
る
事



、
恰





も
妓

を
傍




に

し
た
る
が
如



し
。
剰




へ

酔


に
乗





じ
て
、
三
人






お
の
〳
〵
、
其

の
中



三
婦
人







の
像



を
指





し
、
勝
手





に
撰
取





り
に
、

お
の
れ
に
配



し
て
、
胸



を
撫

で
、
腕



を
圧

し
、
耳



を
引

く
。

　
時



に
、
其

の
夜

の
事



な
り
け
り
。
三
人






同


じ
く
夢



む
、
夢



に
蒋

侯







、
其

の
伝

教







を
遣



は
し
て
使
者





の
趣






を
白



さ
す
。
曰



く
、
不
束






な
る
女





ど
も
、
猥





に
卿
等





の
栄
顧





を
被





る
、
真





に
不

思

議

な
る
御
縁





の
段



、
祝

着







に
存



ず
る
も
の
也



。
就



て
は
、
某



の
日

、
恰





も
黄
道
吉
辰











な
れ
ば
、
揃



つ
て
方

々







を
婿
君






に
お
迎



へ
申



す

と
云

ふ
。
汗



冷


た
く
し
て
独



り
づ
ゝ
夢



さ
む
。
明

く
る
を
待

ち
て
、
相
見





て
口



を
合

は
す
る
に
、
三
人






符

を
同



じ
う
し
て
聊




も

異


な
る
事



な
し
。
於

是








蒼


く
な
り
て
大





に
懼



れ
、
斉



し
く
牲



を
備



へ
て
、
廟





に
詣



つ
て
、
罪
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を
謝



し
、
哀



を
乞

ふ
。

　
其

の
夜

又


倶


に
夢



む
。
此

の
度



や
蒋
侯
神









、
白
銀






の
甲
胄






し
、
雪



の
如



き
白
馬





に
跨





り
、
白
羽





の
矢

を
負

ひ
て
親





く
自



か
ら
枕





に
降



る
。
白



き
鞭



を
以

て
示



し
て
曰



く
、
変
更






の
議

罷
成






ら
ぬ
、
御
身
等









、
我

が
処
女





を

何


と
思



ふ
、
海
老
茶









で
は
な
い
の
だ
と
。

　
木
像






、
神



あ
る
な
り
。
神



な
け
れ
ど
も
霊



あ
つ
て
来



り
憑

る
。
山
深






く
、
里



幽


に
、
堂
宇





廃
頽






し
て
、
愈




活

け
る
が
如



く
然



る
也



。

6甲冑堂



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
新
編
　
泉
鏡
花
集
　
第
十
巻
」
岩
波
書
店

　
　
　2004
（
平
成16

）
年4

月23

日
第1

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
桜
草
」
文
芸
書
院

　
　
　1913

（
大
正2
）
年3

月18

日

初
出
：
「
新
小
説
　
第
十
六
巻
第
六
号
」
春
陽
堂

　
　
　1911

（
明
治44

）
年6
月1

日

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

※
表
題
は
底
本
で
は
、
「
甲
冑
堂
《
か
つ
ち
う
だ
う
》
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
初
出
時
の
署
名
は
「
泉
鏡
花
」
で
す
。

※
初
出
時
は
「
一
景
話
題
」
の
総
題
で
、
「
夫
人
堂
」
「
あ
ん
こ
ろ
餅
」
「
夏
《
げ
》
の
水
」
と
と
も
に
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

入
力
：
日
根
敏
晶

校
正
：
門
田
裕
志

2016

年10

月28

日
作
成
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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